
森林生態系を保全・再生しながら、多様な生態系サービス（自然の恵み）の持続

的な活用を目指す「AUN長野大学恵みの森」（旧称：恵みの森）では、これまで上

田地域産の野生果樹（14種類）を植栽しました。その後、2年間のモニタリング調

査から、ナツハゼは14種類のうち、最も成長が良く、実をたくさん着けることが明

らかになりました。今回の植樹祭では、30本のナツハゼ苗木を植栽します。

つきましては、皆様に是非ご参加いただきたく、ご案内申し上げます。

昨年の植樹祭（2007年5月12日に実施）

植樹祭 林の中で野生フルーツを栽培！

主催 長野大学「森の生態系サービスの活用を学ぶ環境教育」（文部科学省教育ＧＰ選定プログラム）

AUN長野大学恵みの森再生プロジェクト（旧称：長野大学恵みの森再生プロジェクト）

◆ 申し込み（※ 締め切り：5月7日（木）必着）

（ 申し込み用紙の内容を、お送りください）

１．郵送：〒 386-1298 上田市下之郷658-1

長野大学 地域連携センター「植樹祭」担当

２．ファックス：0268－39－0006

３．電子メール：renkei@nagano.ac.jp

「植樹祭」申し込み用紙

社会人・大学生・高校生用

ふりがな ふ り が な

氏 名： 所属・団体名（学校名・学年）：

住 所： 〒 メールアドレス（自由記載）：

イベント当日の緊急連絡先 （ご家族の携帯電話など）：

日時：日時：平成平成2121年年55月月99日（土）日（土） 10:0010:00～～12:0012:00
※ 雨でも行います（早めに切り上げます）。プログラムは裏をご覧ください。

◆ 場所：AUN長野大学恵みの森（旧称：恵みの森）

◆ 集合：1号館-101教室（受付9:30開始）

◆ 服装：長袖・長ズボン・運動靴・（雨具） ＜ ※ 汚れてもいい服装で来てください＞

◆ 参加料金：無料（大学でレクリエーション保険に加入します）

◆ 問い合わせ先：地域連携センター「植樹祭」担当（電話：0268-39-0007）

ナツハゼナツハゼ



◆プログラム◆

近隣の小学校の児童や父兄、地域の社会人の方々、長野大学の学生、長野
大学「森の生態系サービスの活用を学ぶ環境教育」外部評価委員

参加者

閉会12:00

1号館101教室へ移動11:45～12:00

ナツハゼ苗木（30本）を植栽10:45～11:45

「AUN長野大学恵みの森」へ移動10:30～10:45

植樹祭の趣旨説明、植樹の説明（長野大学准教授 高橋一秋）、班分け10:10～10:30

開会10:10

受付（長野大学1号館101教室）9:30～10:00

◆ 植樹祭の詳しい説明◆

◆アクセスマップ◆

入口

1号館-101教室

駐車場

AUN長野大学恵みの森

今回の植樹祭は、長野大学「森の生態系サービスの活用を学ぶ環境教育」（文部科学省教育Ｇ
Ｐ選定プログラム）とAUN長野大学恵みの森再生プロジェクト（旧称：長野大学恵みの森再生プ
ロジェクト、）が協力して開催します。

長野大学「森の生態系サービスの活用を学ぶ環境教育」が目指すこと：
参考URL） ①http://gp-morinomegumi.nagano.ac.jp/ ②http://www.nagano.ac.jp/education_research/20081003/index.html
森林の生態系サービス（恵み）を保全・再生・活用して、地域社会の持続的な発展に貢献できる人材を育成する環
境教育プログラムです。この環境教育では、森林の保全・再生・活用に関する実践的な知識と技術を身につけるため
に、体験型の野外実習 （年間約35回）を重視しています。今回の植樹祭では、３つの体験型野外実習（「アグロ
フォレストリー～野生果樹の植栽～」・「森で学ぶ映像制作の基礎」・「グループの雰囲気を和らげるコツ－アイス
ブレイキングの理論と実践－」）を合同で開講します。３つの授業内容は、「野生果樹を植栽する・植樹の様子を映
像に撮る・参加者とコミュニケーションを取り引率する」のように異なります。役割の異なる学生が主体的に植樹祭
に関わりながら森の活用を学ぶ環境教育プログラムとして企画しました。しかも地域の方々も植樹祭に参加していた

だきます。ここまで実践的な環境教育プログラムは、全国的にみても画期的な試みです。

AUN長野大学恵みの森再生プロジェクトが目指すこと：
参考URL）www.nagano.ac.jp/outline/local/upimg/20081105151531124520654.pdf
森林生態系を保全しながら、森林の生態系サービス（恵み）の活用を通じて、森林の価値を見直すプロジェクトで

す。プロジェクトでは、これまで2回の植樹祭（2007年5月と2008年5月）を大学構内の「AUN長野大学恵みの
森」で実施しました。身近な森林に自生している野生果樹の価値を見直し、新しい活用の方法を探るために、 上田地
域産の14種類（ヤマブドウ・サルナシ・ミツバアケビ・チョウセンゴミシ・ヤマボウシ・ウワミズザクラ・ヤマグ
ワ・ナツハゼ・オニグルミ・クリ・トチノキ・ツノハシバミ・サンショウ ・キハダ）の野生果樹を植栽しています。
2年間のモニタリング調査から、ナツハゼは14種類の野生果樹のうち、最も成長が良く、実をたくさん着けることが
明らかになりました。今回の植樹祭では、ナツハゼをさらに増やすために、30本のナツハゼ苗木を植栽します。

AUN（音楽ユニット）とのコラボレーションがスタート！：
参考URL）http://www.nagano.ac.jp/news_topics/20081204/index.html


